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成௕ϒレーキを֎し、ຒ΋Εたೳྗを発شさせ、自཯తに働く人材にͳΔ
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講��師 日本ੜੑ࢈本部ɹ経営コンサルλントɹ໦ଜɹ੒

ձ��৔ 日本ੜੑ࢈本部ηϛφー ʢࣨ౦ژ・Ӭాொʣ他
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���एख社һΛとΓ·͘ݱঢ়
・��多種多様な೰ΈをもつϛϨχΞル・;ੈ୅の
एख社員

・�एख社員のੜきてきたഎܠ
・�ࣗ෼のݱঢ়をߟえる

���ࣗ཯と͸
・�ࣗ཯できるਓࡐ・できないਓࡐ
・��他者ͱのൺ ・ֱྼ ౳ײҙࣝのڧさ、पғへの
ґଘ

・�ηルフϦーμーγップのඞཁੑ

ೝ஌ݾࣗ��̏
෼ੳݾࣗ�・
ΊるたΊにはߴをײఆߠݾࣗ�・

̐��ࣗ෼の໨ͨ͠ࢦい ɾ࢟໨͢ࢦ΂き࢟
・��̏ 年後の࢟
・��Ϟνϕーγϣンのݯઘをߟえる
できるこͱ、できているこͱࠓ��・

੒࡞ҭ੒ϓϥϯのݾࣗ��̑
・��ࣗ ෼のೳྗを活かすたΊの۩ମతなҰาを
えるߟ

̒��·とめ

�����ऴྃ

଴͞ΕΔޮՌظ

Λଅ͠ɺ͚ࣗͮػɺ಺ൃతಈͤ͞ش能ྗΛൃࡏ෼ੳと૊৫෼ੳΛ௨ͯ͡જݾࣗ˔ ཯తにಇ͘ਓࡐへඈ༂͠·͢
˔ࣗ෼のマΠϯυηットにͮؾきଞ੹かΒࣗ੹へҙࣝΛม͑ɺ੒௕͠ଓ͚ΔਓࡐとなΔ౔୆Λཆ͑·͢
˔एख社һにڞ௨͢Δ৬৔ڥ؀と೰ΈΛೝࣝ͠௚͢͜とͰɺݱঢ়のதͰ۩ମతな੒௕Λଅ͢きͬか͚Λ࡞Ε·͢

ϓϩάϥϜߏ੒ ಛ௃

˔�εテップΞップに೰Ήएख社員のຒもΕたೳྗをൃشさ
せ、ʮཱࣗʯからʮࣗ཯ʯの੒長へつな͛ます。
˔�ࣗ ෼のੑݸ΍マΠンυηットに気ͮくこͱで、࢓事へऔり
૊Ήҙࣝがมわり、࣍ のҰาを踏Έग़すߦಈをଅします。

まるͱ言わΕる入ݻಛੑがߟࢥ�ಈಛੑߦ事にお͚る࢓�˔
社�年～ ��年のएख社員のকདྷをݟਾた౔୆࡞りができ
ます。

講師のίϝϯト
໦ଜɹ੒

事に対しओମత࢓ͱは、ʮࡐਓܕཱࣗ
にऔり૊Έߦಈし、త֬に࢓事をਐ
Ίるこͱができるʯਓࡐのこͱです。
社ձਓ�～ ��年໨をܴえる࣌ظは
ʮࣗ཯ʯがେきなΩーワーυで͋り、
ʮཱࣗʯでຬ଍してしま͏社員ͱはେ
きなࠩがੜじます。本コーεでは、社
員ͱしてのݱঢ়の೰Έ΍マΠンυ
ηットを೺Ѳし௚し、ࣗ ෼ੳͱ૊ݾ
৫෼ੳを通してओମతに࢓事をこなすࣗ཯ܕਓࡐͱしての
ૉཆをֶͼます。վΊて、੒長のҰาを踏Έग़しましΐ͏。

仕事を覚えた
けれど・・・

１．若手社員を取り巻く現状
・多種多様な悩みをもつミレニアル・Z世代の若手社員
・若手社員の生きてきた背景
・自分の現状を考える

２．自律とは
・自律できる人材・できない人材
・他者との比較・劣等感意識、周囲への依存
・セルフリーダーシップの必要性

３．自己認知
・自己分析
・自己肯定感を高めるためには

５．自己育成プラン
の作成

・具体的な一歩を
考える

４．自分の目指したい姿・
目指すべき姿

・３年後の姿
・モチベーションの源泉を考える
・今できること、できていること

ステップアップ
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